
　拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。

ベセスダ準拠に関する御質問、御問合せは弊社病理室までお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（08-09総合検査案内に該当ページなし）
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＜子宮頸部細胞診報告様式に関するお知らせ　＞

　さて、子宮頸部細胞診報告様式「ベセスダシステム2001準拠」について日本産婦人科

医会及び行政の対応として、2009年4月から施行の旨（日母分類からベセスダ準拠報告

様式への移行を2年以内に完了とする）周知されているものと思われます。つきまして

は、弊社病理部門における子宮頸部細胞診報告様式の対応についてお知らせ申し上

げます。

　弊社では2009年4月より、先ず公費検診（自治体専用検診票使用）のベセスダ準拠報

告を開始いたします。通常の保険適用子宮頸部細胞診については、弊社従来同様の

日母分類様式による報告となりますが、所見欄にベセスダ用語を積極的に取り入れる

所存です（一部の報告に先行してベセスダ用語を既に取り入れております）。尚、弊社

ベセスダ準拠報告書への移行は弊社細胞診依頼書の変更も含め、改めてご案内申し

上げます。

　ベセスダ準拠報告適用の際は、標本の適、不適評価があります。不適正となりますと

再検対象となり、費用面での問題も生じますので、標本の過度な乾燥、塗抹過少、塗抹

過多（厚）について十分ご注意願います。また、採取部位、採取器具、患者年齢、最終

月経（閉経年齢）、妊娠の有無、ホルモン療法、臨床症状・経過、臨床診断に関する記

載は婦人科細胞診報告に必須です。引き続き各記載を宜しくお願い申し上げます。


